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ペシャワール会は、1983年9月、中村哲医師のパキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され
ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願っています。

連続堰の完工、両岸の安定灌漑を保障　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　哲
援助を継続した唯一の団体として誇りを　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　モハマド　シャフィーク教授
アフガン国内診療所開設の日々 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　モハマド　ヨセフ
「明日を信じて」そして「平和は忍耐」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村紀美子
決して水路を途絶させてはならない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石橋忠明
圃場整備から用水路工事まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムヒブラー
◉カラー特集　ペシャワール会30周年特集　第３回　空爆下の緊急食糧配給と「緑の大地計画」の開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　

表紙絵　金バザール裏の路地／画・甲斐大策
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再
沙
漠
化
の
懸
念

　

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
河
の
中
で
す
。
増
水
期

を
前
に
、
工
事
を
急
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
は
ま
た
特
別
で
し
た
。「
緑
の
大

地
計
画
」
の
最
大
の
山
場
と
見
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

＝
カ
シ
コ
ー
ト
連
続
堰
を
完
成
し
、
昨
夏
に
大
暴

れ
し
た
大
洪
水
の
爪
痕
を
修
復
す
る
の
に
追
い
ま

く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
職
員
・
作
業
員
共
々
に
へ

と
へ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
息
で
す
。

「
連
続
堰
」
に
つ
い
て
は
二
年
前
か
ら
し
ば
し
ば

会
報
で
も
触
れ
て
き
ま
し
た
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用

水
路
に
年
々
用
水
が
乗
ら
な
く
な
り
、
再
沙
漠
化

の
懸
念
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
二

〇
一
〇
年
の
大
洪
水
で
堰
を
か
け
た
中
州
が
流
失

し
、
深
刻
な
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
以
前

の
沙
漠
化
し
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
問
題
に

な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
や
用
水
路
流
域
に

は
十
数
万
の
人
々
が
帰
農
し
、
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
無
く
な
る
の
で
す
。
い
く
ら
長
大
な

用
水
路
で
も
、
水
が
流
れ
な
け
れ
ば
無
用
の
長
物

で
す
。
あ
れ
ほ
ど
希
望
を
か
き
た
て
た
「
ガ
ン
ベ

リ
沙
漠
の
緑
化
」
の
努
力
も
、
露
と
消
え
ま
す
。

「
ア
フ
ガ
ン
農
村
の
復
興
の
カ
ギ
は
取
水
技
術
の

改
善
に
あ
る
」
と
叫
ん
で
も
、
肝
心
の
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
堰
が
機
能
不
全
に
陥
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ

か
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

カ
シ
コ
ー
ト
と
い
う
壁

　

そ
の
時
の
焦
燥
は
名
状
し
が
た
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
他
方
で
カ
マ
郡
、
ベ
ス
ー
ド
郡
の
主
な

取
水
堰
と
水
門
を
手
掛
け
な
が
ら
、
カ
シ
コ
ー
ト

側
と
の
和
解
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

堰
の
完
成
は
、
ど
う
し
て
も
対
岸
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
必
要
と
し
ま
す
（
５
頁
図
参
照
）。
し

か
し
、
対
岸
カ
シ
コ
ー
ト
地
域
と
の
対
立
が
そ
れ

を
阻
ん
で
い
た
の
で
す
。
カ
シ
コ
ー
ト
は
陸
の
孤

島
と
呼
べ
る
と
こ
ろ
で
、
閉
鎖
的
な
世
界
を
作
っ

て
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
ア
フ
ガ
ン
農
村
社
会
は

ど
こ
も
そ
う
で
、
険
峻
な
山
岳
地
帯
の
隙
間
で
、

ま
る
で
荒
波
に
洗
わ
れ
る
カ
キ
殻
の
よ
う
に
村
落

群
が
は
り
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
作
っ
て
い

ま
す
。
同
地
域
は
交
通
の
便
が
乏
し
い
こ
と
も
手

伝
っ
て
、
特
に
そ
の
色
彩
が
濃
厚
で
し
た
。
誰
も

恐
れ
て
近
づ
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表　

中
村  

哲

連
続
堰
の
完
工
、両
岸
の
安
定
灌
漑
を
保
障

　―
―
名
状
し
が
た
い
焦
燥
の
中
で
の
用
水
路
工
事

洪水の激流をかわす水制を造る中村医師。カシコート取水門から上流１km地点（2014
年2月）



3 2014 年 4 月 1日ペシャワール会報　No.119

　

こ
の
近
づ
き
が
た
い
壁
に
転
機
を
も
た
ら
し
た

の
が
二
〇
一
〇
年
夏
の
大
洪
水
で
し
た
。
長
く
な

る
の
で
、
以
下
出
来
事
を
羅
列
し
て
い
き
さ
つ
を

伝
え
ま
す
。
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
三
年
三
月

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
着
工
。

二
〇
〇
四
年
六
月

Ｅ
Ｃ
の
団
体
が
カ
シ
コ
ー
ト
側

の
要
請
で
ク
ナ
ー
ル
河
主
流
を

閉
塞
、
右
岸
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
側

に
主
流
が
移
動
。

二
〇
〇
五
年
～

河
沿
い
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
が
各
地
点
で
決
壊
。

二
〇
〇
六
年
夏

沈
砂
池
が
決
壊
。
護
岸
工
事

を
め
ぐ
っ
て
両
岸
が
対
立
。

十
二
月　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
、

第
四
次
改
修
で
河
道
全
面
堰

き
上
げ
を
敢
行
。

二
〇
〇
七
年

主
要
河
道
の
変
化
で
シ
ェ
イ
ワ

堰
取
水
困
難
。
同
用
水
路
全

域
で
渇
水
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ｇ
区
間
が
部
分

崩
落
。
大
規
模
な
河
道
回
復

と
護
岸
工
事
。

二
〇
一
〇
年
二
月

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
全
長
開

通
。
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
が
始

ま
る
。

八
月

カ
シ
コ
ー
ト
全
域
で
洪
水
被
害

甚
大
、
ク
ナ
ー
ル
河
の
主
流
が

蛇
行
進
入
し
、
広
範
な
地
域

が
水
面
下
に
没
す
。
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
、
洪
水
で
一
部
決

壊
。
取
水
堰
の
か
か
る
中
州
が

消
失
。
流
域
で
深
刻
な
水
不

足
。

二
〇
一
一
年
一
月

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
第
五
次
改
修

の
た
め
カ
シ
コ
ー
ト
に
渡
っ
た

重
機
・
ダ
ン
プ
が
拿だ

捕ほ

さ
れ
、

一
部
指
導
者
が
「
支
援
」
を
要

求
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
要
求
を
拒
絶
し

て
車
両
を
奪
回
。

十
月

カ
シ
コ
ー
ト
自
治
会
が
謝
罪
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
側
と
和
解
。
復
興
を
約

す
。

二
〇
一
二
年
二
月

Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
自
治
会
、
州
行
政
の

首
脳
を
カ
シ
コ
ー
ト
に
招
い
て

「
行
政
側
の
指
示
」
と
し
て
着

工
。
第
一
期
工
事
を
開
始
。
以

後
三
カ
月
間
、
総
動
員
態
勢

で
蛇
行
河
道
を
旧
に
復
し
、
取

水
堰
工
事
の
基
礎
を
置
く
。

十
月

連
続
堰
建
設
が
開
始
さ
れ
る
。

十
二
月

カ
シ
コ
ー
ト
取
水
門
完
工
。
中

州
を
復
旧
し
て
第
一
期
基
礎
工

事
を
完
了
。

二
〇
一
三
年
夏

断
続
的
に
大
洪
水
来
襲
、
堰

の
一
部
決
壊
。

十
月

第
二
期
取
水
堰
工
事
を
開
始
。

主
幹
水
路
一
・
七
㎞
通
水
。

十
二
月

連
続
堰
を
通
過
す
る
河
道
の

分
割
・
固
定
と
交
通
路
確
保

を
完
了
。

二
〇
一
四
年
三
月

連
続
堰
完
工
。
主
幹
水
路
二

㎞
、
堰
前
後
の
護
岸
四
㎞
を
ほ

ぼ
終
了
。

クナール河左岸の主流閉塞のため、右岸へ流れが押し寄せ洗掘され国道が崩
れた。国道の右側にPMSの用水路E区がある。
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和
解
の
果
実

　

最
終
的
に
完
成
し
た
の
は
、
三
月
に
入
っ
て
か

ら
で
し
た
が
、
そ
の
決
定
的
瞬
間
は
、
去
る
十
二

月
十
九
日
の
こ
と
で
し
た
。
夏
の
洪
水
時
に
大
量

の
水
を
吐
き
出
す
た
め
、
復
旧
し
た
中
州
の
中
に

河
道
を
造
成
、
交
通
路
を
設
け
た
時
で
し
た
。
こ

れ
で
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
側
の
堰
改
修
が
容
易
に
な

り
、
取
水
量
を
制
御
で
き
る
に
至
り
ま
し
た
。
専

門
的
な
こ
と
は
割
愛
し
ま
す
が
、
暴
れ
川
を
六
つ

の
河
道
に
分
割
し
て
固
定
、
各
河
道
に
橋
を
か

け
、
改
修
時
に
資
機
材
を
輸
送
で
き
ま
す
。
巨
大

な
ク
ナ
ー
ル
河
の
水
を
分
け
、
一
つ
一
つ
を
処
理

す
る
方
法
で
し
た
。

　

堰
長
五
〇
五
ｍ
、
堰
幅
五
〇
～
一
二
〇
ｍ
、
全

面
石
張
り
で
面
積
二
万
五
千
㎡
、
夢
の
よ
う
な
構

想
が
こ
こ
に
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

「
再
沙
漠
化
」
の
脅
威
が
消
え
、
両
岸
の
安
定
灌

漑
が
保
障
さ
れ
、
恵
み
が
約
束
さ
れ
た
瞬
間
で
し

た
。
し
か
も
、
汗
と
泥
に
ま
み
れ
、
彼
ら
自
身
の

手
で
成
し
遂
げ
た
仕
事
で
す
。
当
日
、
全
て
の
現

場
職
員
は
涙
を
流
し
、
抱
き
合
っ
て
喜
び
、
互
い

に
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
尋
常
で
な
い
喜
び

の
様
子
は
、
知
ら
ぬ
者
が
見
れ
ば
、
気
の
狂
っ
た

集
団
か
と
思
え
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
程
、
み
な
が

こ
の
連
続
堰
の
大
切
さ
を
知
り
、
一
丸
と
な
っ
て

仕
事
に
当
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
瞬
間

に
垣
間
見
た
輝
き
は
、
ど
ん
な
対
立
も
忘
れ
さ
せ

る
圧
倒
的
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
和
解
か
ら
二

年
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
着
工
か
ら
十
年
余
の

月
日
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

年
月
を
か
け
て
既
存
水
路
を
拡
張

　

本
連
続
堰
が
「
緑
の
大
地
計
画
」
の
頂
点
と
呼

べ
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
元
勢
自

身
の
手
で
「
安
定
し
た
取
水
灌
漑
」、「
気
候
変
化

に
適
応
で
き
る
技
術
」
が
完
成
に
近
づ
い
た
と
言

え
る
か
ら
で
す
。
用
水
路
末
端
に
あ
る
ガ
ン
ベ
リ

沙
漠
の
開
拓
は
、
不
動
の
基
礎
を
得
ま
し
た
。

　

一
方
、
最
貧
困
地
帯
の
カ
シ
コ
ー
ト
に
は
、
緑

が
押
し
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
て
、
人
々
が
続
々
と

帰
郷
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
こ
れ
か
ら
年

月
を
か
け
て
既
存
水
路
九
・
五
㎞
を
拡
張
し
、
耕

地
を
更
に
増
や
し
、
水
稲
栽
培
を
一
般
化
す
る
試

み
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

知
ら
れ
な
い
「
国
内
難
民
」

　

こ
の
間
、
ア
フ
ガ
ン
の
戦
局
や
政
局
は
め
ま
ぐ

カシコート堰内河道④の改修工事。昨夏の大洪水による決壊部。河の中での作業
は厳しい（2013年12月）

長年の悲願だったマルワリード堰内河道②の改修が始まった（2013年12月）
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る
し
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
、
外
国
軍
の
完
全
撤
退
を
控

え
、
著
し
い
混
沌
と
治
安
悪
化
に

多
く
の
者
が
脅
え
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
進
行
す
る
農
地
の

乾
燥
化
と
、
農
村
か
ら
叩
き
出
さ

れ
た
膨
大
な
「
国
内
難
民
」
の
存

在
が
あ
る
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
南
部
に
拡

が
っ
て
い
た
一
大
穀
倉
地
帯
が
消

15㎝の超低水位でも潤せるよう設計されたベ
スード第一堰だが、河川の増水期に3㎝まで低
下。臨時改修を行った（2014年3月3日）

右：カシコートで農地が回復し帰農
した家族。野菜の苗を植える。

マルワリード＝カシコート連続堰完成図

カシコート村落群

こ
./-

マルワリード用水路

自？＇州 “ 4ヽ 、 ー、ー：、翌＼函盃 ＼ 
ワリード堰部分）

堰主要河道
河道①；傾斜0.040 低水位河道

河道②；傾斜0.045 低水位河道

河道③；傾斜0.024 高水位河道

河道④；傾斜0.025 低水位河道

河道⑤；傾斜0.017 低水位河道

河道⑥；砂州一堤防間； 0.015 低水位河道

―一ャ低水位の流れ

-► 高水位に加わる流れ
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滅
し
、
人
々
は
不
安
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も

そ
れ
は
ず
っ
と
前
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
努
力
が
あ
っ
た
の

で
す
。「
も
う
、
だ
ま
さ
れ
な
い
。」
み
な
、
そ
う

感
じ
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
冬
の
ア
フ
ガ
ン
の
少
雨
は
政
局
以
上
に
暗
雲

で
す
。
高
山
に
雪
が
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。
気
候
変

化
は
年
々
規
模
が
大
き
く
な
り
、
未
曾
有
の
洪
水

が
頻
発
す
る
と
同
時
に
、
河
川
の
冬
の
低
水
位

は
、
二
〇
〇
二
年
に
記
録
を
始
め
て
か
ら
最
低
と

な
り
ま
し
た
。
飢
饉
が
二
〇
〇
〇
年
を
上
回
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
政
変
と
重
な
れ
ば
、
手
に
お

え
な
い
状
況
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

知
の
傲
慢
は
暴
力

　

人
も
世
も
様
々
で
す
。
今
さ
ら
無
理
解
の
壁
を

嘆
い
て
も
悲
し
い
ば
か
り
で
す
。
せ
め
て
東
部
ア

フ
ガ
ン
の
一
角
で
人
々
が
生
き
延
び
る
望
み
を
得

た
こ
と
、
そ
の
実
証
に
祈
り
を
託
す
の
み
で
す
。

　

確
か
に
私
た
ち
は
ア
フ
ガ
ン
人
に
成
れ
な
い

し
、
ア
フ
ガ
ン
人
は
日
本
人
に
成
れ
ま
せ
ん
。
だ

が
、
そ
の
壁
を
厚
く
す
る
よ
う
な
昨
今
の
風
潮
―

自
然
を
無
視
し
て
宗
教
や
文
化
、
生
活
様
式
ま
で

裁
き
、
そ
の
た
め
に
は
戦
争
も
肯
定
し
か
ね
な
い

流
れ
―
は
危
険
で
す
。
知
の
傲
慢
が
暴
力
と
も
な

り
ま
す
。

　

違
い
や
矛
盾
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
拳
を
上
げ
る
よ

り
も
、
血
の
通
っ
た
共
通
の
人
間
を
見
出
す
努
力

が
先
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
が
、
こ
の

よ
う
な
壁
を
超
え
よ
う
と
す
る
努
力
と
、
温
か
い

他
者
へ
の
関
心
の
結
実
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
勝

る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
譲
れ

ぬ
一
線
で
も
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

支
え
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
三
月　
　

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
て

中な
か

村む
ら

　
哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現
地

で
は
内
科
・
外
科
も

こ
な
す
）。
国
内
の

病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ

ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州

都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
三
〇
年
に

わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を

柱
に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
八
六

年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を

設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の

診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院
Ｐ

Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・

診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ

ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に

巡
回
診
療
も
開
始
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
干
ば
つ

対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ

レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
六
百
ヵ
所
以
上
）

事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら
ア
フ

ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑

の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇
三
年
三
月
か
ら

は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年
三
月

全
長
二
五
・
五
キ
ロ
が
開
通
し
た
。
年
間
診

療
数
約
五
万
五
千
人
（
二
〇
一
二
年
度
）。

降雨がほとんど無く、たとい高山に雪が積もっても暖冬ですぐに解けてしまう。作
業地から見るダラエヌール（ケシュマンド山脈）
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先
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
日
本

の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
皆
様
な
ら
び
に
会

員
の
皆
様
に
、
三
〇
周
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

貴
会
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
創
設
委
員
お
よ
び
会
長
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
各
活
動
分
野
に
お
い
て
、
こ
の
三
〇
年

間
に
大
き
な
成
果
を
残
し
て
来
た
こ
と
を
大
変
名

誉
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
援
助
が
最
も
必
要
な
時

に
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
貧
し

い
人
々
を
助
け
た
中
村
医
師
及
び
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
た

ち
の
努
力
と
献
身
に
は
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
テ
ロ
襲
撃
地
域
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
戦
乱
地
域
で
任
務
を
果
た
す
中
で
、
彼
ら

が
示
し
た
そ
の
勇
気
は
、
真
に
称
賛
に
値
す
る
も

の
で
す
。
現
地
の
治
安
情
勢
が
悪
化
す
る
中
、
米

国
や
地
元
政
府
が
外
国
か
ら
の
派
遣
団
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

団
体
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
撤
退
を
求
め
た

後
も
、
地
元
住
民
へ
の
援
助
を
継
続
し
て
行
っ
た

の
は
、
唯
一
Ｐ
Ｍ
Ｓ
だ
っ
た
こ
と
に
、
私
は
大
き

な
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
も
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
以
外

に
現
地
で
活
動
を
し
て
い
る
外
国
人
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
。
良
心
を
持
た
な
い
悪
党
達
の
手
に
よ

っ
て
職
員
の
方
の
命
が
奪
わ
れ
た
後
も
、
彼
ら
は

ひ
る
ま
ず
に
人
道
的
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
彼
ら

は
、
人
類
に
奉
仕
す
る
と
い
う
使
命
の
も
と
に
身

を
挺
し
て
事
を
行
う
人
間
の
よ
き
お
手
本
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
広
く
は
病
気
治
療
全
般
、
殊
に
ハ
ン
セ

ン
病
撲
滅
に
お
け
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
尽
力
は
高
く
称
賛

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
今
は
パ
キ
ス
タ
ン
を
離

れ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
住
民
は
今
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ

の
皆
さ
ん
が
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン
ク
ワ
（
旧

北
西
辺
境
）
州
の
貧
し
い
人
々
に
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
献
身
的
な
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
皆
さ
ん
と
日
本
人

ワ
ー
カ
ー
の
後
ろ
に
は
日
本
の
皆
様
の
素
晴
ら
し

い
お
力
添
え
が
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
な
い
わ
け
に

は
行
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会

員
・
支
援
者
の
皆
様
の
寛
大
な
ご
厚
志
が
あ
れ
ば

こ
そ
、
会
の
事
務
局
や
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
方
々

が
パ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
困
窮
す
る

人
々
を
援
助
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
皆
様

の
財
政
的
援
助
な
く
し
て
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
は

不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
員
・
支
援
者
・

事
務
局
の
皆
様
が
、
こ
れ
か
ら
も
世
界
で
救
い
を

求
め
て
い
る
人
々
へ
の
献
身
的
な
援
助
活
動
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
貴
会
の
今

後
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
に
幸
せ
と
神
の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

◎
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
発
足
30
周
年
記
念
特
集
　
第
三
回

援
助
を
継
続
し
た
唯
一
の

　
　
　
団
体
と
し
て
誇
り
を

　
　

　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
会
長　

　

モ
ハ
マ
ド　

シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
教
授

日本・現地合同理事会（2002年4月）。右から三人目が現地会長のモハマドシャフィーク
教授、二人目が副会長のDr.イクバルサフィー氏。
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一
九
九
一
年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
に

　

私
は
タ
ー
ジ
モ
ハ
マ
ド
の
息
子
で
、
モ
ハ
マ
ド

ヨ
セ
フ
と
申
し
ま
す
。
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ダ
ラ
エ

ヌ
ー
ル
郡
に
住
ん
で
い
ま
す
。
一
九
九
一
年
に
ジ

ャ
パ
ン
・
ア
フ
ガ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス（
Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｓ
）
に
職
を
得
、
最
初
の
一
年
間
に
検
査
室

業
務
の
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
の
職
務
の
話
を
す
る
前
に
現
在
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
九
八
六

年
、
中
村
先
生
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
ア
フ
ガ
ン
・

レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
を
開
設
し
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
へ
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
は
特
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
治
療
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
患
者
も
こ
こ
で
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
診
療
所
は
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
市
の
ア
ブ
ダ
ラ
地
区
に
あ
り
、
職
員

は
全
て
ア
フ
ガ
ン
人
で
し
た
。

　

一
九
八
九
年
に
中
村
先
生
と
ア
フ
ガ
ン
人
医
師

ド
ク
タ
ー
・
シ
ャ
ワ
リ
が
診
療
所
の
業
務
内
容
を

拡
大
し
、
名
称
も
Ａ
Ｌ
Ｓ
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
フ

ガ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）

に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
中
村
先
生
は
外
科

手
術
も
手
が
け
て
お
ら
れ
、
多
く
の
患
者
が
先
生

の
施
術
を
受
け
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ

キ
ス
タ
ン
で
は
ま
だ
ま
だ
深
刻
な
病
で
あ
る
癲て

ん

癇か
ん

の
患
者
は
無
料
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、

そ
の
資
金
は
日
本
の
方
々
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

テ
メ
ル
ガ
ル
診
療
所

　

そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
に
中
村
医
師
は
パ
キ
ス

タ
ン
北
西
辺
境
州
（
現
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク
ト
ゥ
ン

ク
ワ
州
）・
テ
メ
ル
ガ
ル
に
診
療
所
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
の
診
療
所
は
隣
接
す
る
バ
シ
ョ
ワ
ー
ル

自
治
区
に
あ
る
、
ト
ー
ル
、
シ
シ
、
チ
ャ
ク
ダ

ラ
、
ダ
マ
ド
リ
、
セ
ラ
リ
と
言
っ
た
ア
フ
ガ
ン
難

民
キ
ャ
ン
プ
に
住
む
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
そ
の
家

族
の
診
療
に
あ
た
り
ま
し
た
。
私
達
の
検
査
室
で

は
、
患
者
や
疑
い
の
あ
る
人
か
ら
採
取
し
た
組
織

液
（
菌
検
査
用
）
の
ス
ラ
イ
ド
を
検
査
し
た
り
記

録
報
告
書
を
作
成
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
は
毎
月
治
療
薬
を
渡
し
ま

し
た
。
診
療
所
で
は
毎
日
ハ
ン
セ
ン
病
以
外
に
外

来
患
者
約
二
〇
〇
名
の
診
療
を
し
ま
し
た
。
診
療

所
で
診
察
を
受
け
た
患
者
は
薬
を
無
料
で
受
け
取

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
は
中

村
先
生
の
努
力
と
指
導
の
下
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
九
一
年
に
ア
フ
ガ
ン
国
内
診
療
所　

　

一
九
九
一
年
、
中
村
先
生
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

国
内
で
患
者
治
療
が
出
来
る
よ
う
に
と
診
療
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
地
域
住
民
の
医
療

問
題
が
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
中

村
先
生
が
現
地
調
査
に
行
か
れ
た
際
、
私
も
同
行

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
出
発
し

て
シ
ョ
ン
カ
リ
山
脈
か
ら
デ
ュ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン
を

越
え
、
カ
ス
ク
ナ
ー
ル
を
通
過
し
て
夜
半
に
ア
フ

（
13
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

ア
フ
ガ
ン
国
内
診
療
所

　
　
　
開
設
の
日
々

　
　

　
　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
・
検
査
技
師　

　
　
　

モ
ハ
マ
ド　

ヨ
セ
フ

中村医師へ報告中のヨセフ検査技師
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【カラー特集】ペシャワール会30周年特集　
第3回　空爆下の緊急食糧配給と「緑の大地計画」の開始

上、右：配給を受け帰宅

◎国内避難民への食糧配給と緊急移動診療
2001年、首都カーブルには、大旱

かん

魃
ばつ

と内戦のため各地から国
内避難民が押し寄せた。同年3月タリバンの一部急進派がバー
ミヤンの大仏を爆破したあと、国際支援団体のアフガニスタ
ン引上げが始まった。PMSは同月カーブルに5ヵ所の診療所
を開設。だが9月11日のアメリカ同時多発テロ事件の後、全て
の支援団体が撤退したため、厳冬のカーブルで人々が越冬で
きるだけの食糧配給を決定。その後、アフガン空爆が始まって
しまったが、食糧配給計画は続行された。

上：積み込み。小麦粉と油はペシャワールで買付け、
輸送時は病院の職員が同行した。
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◎「緑の大地計画」と試験農場の開設
上・左：2002年ダラエヌール渓谷に試験農場を置き、茶、
サツマイモ、ソルゴー他、多種の作物栽培を試みた。飼料
用の「アルファルファ」はガンベリ沙漠を開拓した試験農
場で現在も栽培中。

◎緊急移動診療
上・右：2001年12月、ナンガラハル州で悪性マラリアが流行した
ため、緊急移動診療を開始。各地で診療をした結果、幸いにもマラ
リア患者は少なかったが、どこも医療過疎地であった。
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◎地域共同体の復興
2010年、シェイワ村に地域
共同体の要であるモスク（イ
スラム教寺院）とマドラサ（伝
統的な学校）を完工した。附
属の寄宿舎も併設。用水路に
より農地が回復し、多くの難
民が帰還している。

◎マルワリード用水路の建設
右：取水堰。巨礫で斜め堰築造。
上：水不足の時は水吐き（砂吐き）を石で堰止める。
洪水時は余分な水を河へ戻すよう工夫。

用水路の両壁には蛇籠を使い、背面には柳の挿し木
を施した（蛇籠工、柳枝工）。鉄砲水などで用水路が
壊れたら（上）、ワイヤーで籠を編み石を詰めた蛇籠を
置き、柳の枝を挿して修復する（左）。流域住民たちの
手による維持管理が可能であるよう工夫。

水吐き

水吐き
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◎繰り返す洪水と渇水――今なお進行中の旱魃

上：2012年完工したベスード第二堰。2013年8月3日の大洪水は対岸の人家をも襲ったが、取水門が洪水の流入から地域を守った。
下：洪水後急激な渇水に陥った同地（2013年8月28日）。年々進行する気候変動は極端な洪水と渇水が同居する事態をもたらしている。
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ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ク
ナ
ー
ル
州
チ
ャ
ウ
カ
イ
に
着
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
一
晩
を
過
ご
し
た
後
、
午
前
中

に
チ
ャ
ウ
カ
イ
を
発
ち
、
ヌ
ー
ル
ガ
ル
を
通
っ
て

ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
到
着
。
同

州
ソ
ラ
ク
村
で
昼
食
を
済
ま
せ
、
夜
は
ア
ム
ラ
村

で
夕
食
を
摂
り
一
泊
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
同
郡
の
中
心
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
ワ
イ

ガ
ル
村
に
到
着
す
る
と
、
中
村
先
生
は
地
域
住
民

に
接
触
し
て
彼
ら
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
聞
き
取

り
調
査
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
郡
の
カ
ン
ダ
ッ
ク
、
シ

モ
ー
ル
、
ラ
マ
タ
ク
、
マ
ジ
ガ
ン
ダ
ー
ル
、
ス
ー

タ
ン
の
各
村
を
回
っ
て
現
地
調
査
を
実
施
し
て
パ

キ
ス
タ
ン
に
戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
後
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
を
開

設
し
た
の
で
す
。
同
診
療
所
は
、
一
九
九
四
年
に

中
村
先
生
の
指
示
の
下
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
職
員
た
ち
が

建
設
し
ま
し
た
。
診
療
所
は
今
も
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
お
り
、
毎
日
二
〇
〇
人
余
の
患
者
を

診
療
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
の
診
療
所
は
一
九
九
二
年
に
開

設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
毎
日
二
〇
〇
人
余
の
患

者
が
診
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
同
診
療
所
開
設

以
前
、
地
域
住
民
は
沢
山
の
問
題
を
抱
え
て
苦
し

ん
で
お
り
、
治
療
を
受
け
る
た
め
に
は
ひ
ど
い
悪

路
を
五
〇
キ
ロ
離
れ
た
ア
サ
ダ
バ
ー
ド
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
中
村
先
生
は
ヌ
ー
リ

ス
タ
ン
州
ワ
マ
郡
訪
問
を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
こ
の
と
き
も
調
査
団
の
一
員
と
し
て
同
行
し
ま

し
た
。
私
達
一
行
が
三
〇
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
い

て
到
着
し
た
村
は
、
住
民
は
一
度
も
医
者
を
見
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
地
域
住
民

の
苦
悩
や
問
題
を
聞
い
た
中
村
先
生
は
、
こ
の
地

に
住
む
人
々
が
必
要
と
し
て
い
る
診
療
所
を
開
設

す
る
こ
と
を
即
座
に
正
式
決
定
な
さ
い
ま
し
た
。

　

自
前
の
診
療
所
を
建
設
す
る
ま
で
は
借
家
で
診

療
を
し
ま
し
た
。
ピ
ー
チ
の
診
療
所
の
二
〇
〇
三

年
建
設
に
続
い
て
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
の
ワ
マ
診
療

所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
援
助
の
数
々

　

中
村
先
生
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
パ
ワ
ケ
イ
地
区

に
外
科
処
置
室
や
手
術
室
、
医
療
棟
を
含
む
大
病

院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
を
開
設
な
さ
っ
た
こ
と
に
も
言
及

し
な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
同
病
院
は
こ
れ
ま

で
に
ア
フ
ガ
ン
難
民
を
含
む
数
百
万
も
の
患
者
に

医
療
を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
先
生
は
パ
キ
ス
タ

ン
の
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
や
チ
ト
ラ
ル
に
も
診
療
所
を

開
設
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と

な
っ
て
か
ら
は
、
以
下
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
食
料
配
給
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
水
供
給
事
業

・
農
業
計
画

・
灌
漑
事
業

　

灌
漑
事
業
で
は
ヌ
ー
ル
ガ
ー
ル
の
ジ
ャ
リ
バ
バ

地
区
か
ら
大
規
模
水
路
建
設
を
開
始
し
、
ガ
ン
ベ

リ
地
区
ま
で
作
り
、
今
で
は
一
万
五
千
ジ
ェ
リ
ブ

（
面
積
単
位
：
千
ジ
ェ
リ
ブ
＝
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
も
の
土
地
が
灌
漑
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
〇
年
間
に
わ
た
り
中
村
先
生
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
た
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
国
内
外
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
人
に
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
援

助
と
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
特
筆
に
価
し
ま

す
。
私
が
こ
の
文
章
の
中
で
紹
介
し
た
も
の
は
、

そ
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
中
村
先
生
が
、
私
達
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
人
へ
の
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
先
生
が
こ
れ
ま
で
に
ア
フ

ガ
ン
人
社
会
に
注
い
で
く
だ
さ
っ
た
ご
支
援
に
深

い
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
）
三
〇
周
年
に
あ

た
り
、
そ
の
偉
業
を
称
え
つ
つ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
す
。

（
8
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円
か

か
っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ

の
ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
使
用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」

で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
料
金
の

代
わ
り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま

す
。
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心
に
深
く
響
く
言
葉

「
今
年
は
先
生
お
元
気
そ
う
だ
っ
た
ね
」

「
今
は
疲
れ
て
お
ら
れ
る
み
た
い
、
大
変
な
ん
だ

ね
」

　

い
つ
の
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
中
村
哲
医
師
に

お
会
い
す
る
度
に
私
ど
も
の
間
で
そ
ん
な
会
話
が

交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
。

　

一
九
八
二
年
十
二
月
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
活
動

を
知
っ
た
北
九
州
市
内
の
女
性
た
ち
が
「
イ
ン
ド

を
考
え
る
会
」
を
発
足
し
、
そ
の
後
「
ア
ジ
ア
を

考
え
る
会
北
九
州
」（
ア
ジ
カ
ン
）
と
名
称
を
変

え
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
カ
ン
は
、
岩
村
昇
医
師
が
提
唱
さ
れ
た
Ｐ

Ｈ
Ｄ
運
動
に
共
感
し
、
同
時
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

の
中
村
医
師
を
応
援
す
る
こ
と
を
中
心
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
初
め
て
帰
国
さ
れ
た
年
に

中
村
医
師
を
小
さ
な
教
会
に
お
招
き
し
て
、
活
動

に
つ
い
て
の
説
明
、
考
え
を
お
聴
き
し
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
参
加
者
は
十
数
名
で
し
た
。
ア
ジ
カ
ン

会
員
は
、
転
勤
、
海
外
移
住
な
ど
で
入
れ
替
わ
り

な
が
ら
現
在
は
一
〇
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
毎
年
七
月
に
、
酷
暑
の
パ
キ
ス
タ
ン

北
西
辺
境
州
か
ら
戻
ら
れ
る
中
村
医
師
を
お
迎
え

し
て
、
教
会
の
会
堂
な
ど
で
報
告
会
を
開
い
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
報
告
会
を
開
く
度
に
、
中

村
医
師
の
人
柄
、
活
動
内
容
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

位
置
な
ど
一
つ
一
つ
の
説
明
が
必
要
で
し
た
。

　

九
一
年
当
時
の
議
事
録
を
見
る
と
、《
前
年
四

五
名
に
較
べ
今
年
は
雨
の
た
め
か
三
四
名
と
少
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
新
来
者
が
多
か
っ
た
の
で
、

中
村
医
師
の
本
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
」
が
一
〇

冊
売
れ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
新
入
会
員
を
得
た

こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
会
食
は
メ
ン
バ
ー

手
作
り
の
ち
ら
し
寿
司
。
中
村
医
師
の
体
調
が
悪

い
の
を
気
遣
っ
て
心
持
ち
早
め
に
切
り
上
げ
ま
し

た
。》
と
あ
り
ま
す
。

「
金
太
郎
飴
の
よ
う
な
話
で
す
が
」
と
報
告
を
す

る
中
村
医
師
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
た
め
の
靴

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
、
現
地
の
実
情
に
即

し
て
、
常
に
病
と
闘
う
弱
い
立
場
に
立
っ
た
人
々

へ
の
ま
な
ざ
し
が
あ
り
、
同
時
に
湾
岸
戦
争
、
バ

ブ
ル
に
沸
く
日
本
の
危
う
さ
な
ど
を
大
海
に
漂
う

豪
華
客
船
に
例
え
て
、
鋭
く
指
摘
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
ず
心
に
深
く
響
く
言

葉
で
す
。

　

激
動
に
比
例
し
て
参
加
者
増

　

九
三
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
で
悪
性
マ
ラ

リ
ア
が
流
行
し
、「
二
二
〇
円
の
キ
ニ
ー
ネ
で
一

人
の
命
が
助
か
る
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
時

に
は
支
援
す
る
私
た
ち
も
改
め
て
か
の
国
の
貧
し

さ
を
認
識
し
た
も
の
で
す
。

　

九
八
年
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
が
設
立
さ
れ
た
時
に

は
、
開
院
式
に
当
時
の
ア
ジ
カ
ン
代
表
の
加
藤
が

そ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

支
援
一
〇
年
目
に
報
告
会
を
開
い
た
時
に
、
参

加
者
が
念
願
の
一
〇
〇
名
を
超
え
、
そ
の
後
、
小

倉
北
区
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ム
ー
ブ
」

に
報
告
会
場
を
移
し
、
支
援
の
輪
が
さ
ら
に
広
が

「
明
日
を
信
じ
て
」
そ
し
て

「
平
和
は
忍
耐
」

　
　

　
　
　

ア
ジ
ア
を
考
え
る
会
北
九
州

　
　
　
　
　
　
代
表　

中
村
紀
美
子

アジアを考える会北九州の皆様

.!!I ．． 

ぶ '、I
_ i i.り

‘”~ ，̀---．̀ .... ,. 
'明日を信じて

～ペシャワール報告会～
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り
ま
し
た
。

　

ア
ジ
カ
ン
は
「
明
日
を
信
じ
て
」
の
表
題
を
掲

げ
報
告
会
を
開
い
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
年
、
講

演
の
中
で
「
明
日
な
ぞ
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
で
の
活
動
の

辛
さ
、
厳
し
さ
を
垣
間
見
た
よ
う
で
、
今
も
「
平

和
は
忍
耐
で
あ
る
」
こ
と
の
意
味
を
か
み
し
め
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
一
〇
年
の
間
に
、
大
旱
魃
が
進
み
、
井

戸
掘
り
、
バ
ー
ミ
ア
ン
の
仏
像
破
壊
、
九
・
一
一

事
件
に
続
く
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
こ
り
、
中

村
医
師
か
ら
「
金
太
郎
飴
」
と
い
う
言
葉
が
消
え

ま
し
た
。

　

激
動
に
比
例
し
て
、
年
々
報
告
会
の
参
加
者
が

増
し
、
ム
ー
ブ
で
の
最
後
の
年
と
な
っ
た
二
〇
〇

四
年
に
は
部
屋
に
入
り
き
れ
ず
通
訳
ブ
ー
ス
を
開

放
し
ま
し
た
。

　

翌
年
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
内
山
が
館
長
を
し
て

い
た
高
槻
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
報
告
会
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
看
板
作
り
か
ら
警
備
ま
で
引
き
受

け
、
参
加
者
は
三
〇
〇
名
を
超
え
ま
し
た
。
そ
の

後
も
地
域
で
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支
援
が
続
い

て
い
ま
す
。
当
時
小
学
生
だ
っ
た
子
が
「
お
話
を

伺
っ
て
看
護
師
に
な
り
ま
し
た
」
と
カ
ン
パ
を
郵

送
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
、
中
村
医
師
の
報
告
会
と

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
二
七
年
の
歩
み
」
写
真
展
を

同
時
開
催
し
、
現
地
か
ら
戻
っ
た
若
い
ス
タ
ッ
フ

た
ち
と
の
交
流
は
新
鮮
で
し
た
。

　

こ
の
間
、
福
元
事
務
局
長
や
藤
田
看
護
師
を
お

招
き
し
て
講
演
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
九
〇
年
の

議
事
録
に
「
藤
田
看
護
師
、
九
月
赴
任
」
と
書
か

れ
て
お
り
、
彼
女
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
カ
レ
ー
の

レ
シ
ピ
を
頂
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

し
た
。

　

現
会
員
の
、
東
、
内
山
、
北
井
、
小
林
、
斉
藤
、

関
永
、
永
井
、
中
村
は
活
動
歴
二
二
年
以
上
で
、

孫
の
世
話
、
親
の
介
護
、
地
域
活
動
な
ど
を
す
る

齢
に
な
り
ま
し
た
が
、
命
を
見
据
え
て
、
当
初
か

ら
軸
足
を
変
え
る
こ
と
の
な
い
中
村
哲
医
師
を
今

後
も
応
援
し
続
け
ま
す
。
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パ
ハ
ワ
ル
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
大
策

　

五
百
年
前
、
神
話
か
ら
生
れ
て
数
千
年
を
経
た
都
に
、
カ
ー
ブ

ル
を
遁
れ
た
一
人
の
王
が
砦
を
築
き
、
イ
ン
ド
制
覇
を
目
論
む
。

乾
涸
と
飢
え
と
争
い
の
西
方
か
ら
、
豊
穣
の
地
を
欲
し
た
数
々
の

民
族
東
向
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ
の
都
パ
ハ
ワ
ル

（
註
一
）は
今
も
在
る
。

　

砦
裏
の
モ
ス
ク
へ
、
陽
光
を
遮
る
高
層
の
建
物
が
両
側
に
迫
る

急
坂
が
伸
び
、
道
沿
い
に
並
ぶ
金
専
門
店
の
眩
し
い
光
が
路
面
に

こ
ぼ
れ
出
て
い
る
。
山
を
降
り
て
き
た
パ
フ
ト
ゥ
ン

（
註
二
）の
族
長
は
、

老
妻
と
娘
た
ち
を
伴
な
い
浩
然
と
モ
ス
ク
へ
向
い
、
護
衛
の
若
者

た
ち
も
従
う
。
一
時
間
後
、
祈
り
終
え
た
族
長
は
、
モ
ス
ク
入
口

脇
の
高
級
ル
ン
ギ
ィ
屋
へ
、
女
達
は
黄
金
の
光
の
中
へ
入
る
。
い

そ
い
そ
と
覆チ
ャ
ー
ダ
リ衣の
前
を
開
き
、
金
製
品
を
覗
き
こ
む
。
此
の
地
の

殆
ど
の
女
性
に
は
生
涯
無
縁
の
時
間
で
あ
る
。

　

金
バ
ザ
ー
ル
か
ら
分
れ
た
路
次
が
、
谷
底
の
隘
路
の
よ
う
に
こ

の
地
区
の
最
奥
へ
向
い
、
そ
こ
に
小
さ
な
工
房
が
連
ら
な
る
。
祖

父
、
父
、
孫
と
三
代
が
、
鏨
を
打
ち
鑞
付
け
し
、
鞴
の
柄
を
押
す
。

　

大
き
な
牛
乳
缶
を
背
に
振
り
分
け
、
路
次
奥
の
出
前
チ
ャ
イ
屋

へ
運
ぶ
驢
馬
の
脚
は
、
擦
り
減
っ
て
丸
味
を
帯
び
た
石
畳
を
用
心

深
く
踏
む
。
工
房
か
ら
の
炭
と
酸
の
臭
い
に
チ
ャ
イ
の
甘
い
香
り

が
混
ざ
っ
て
路
次
に
流
れ
る
。
夕
べ
の
ア
ザ
ー
ン
詠
唱
が
一
帯
を

包
み
、
世
俗
の
慾
が
極
ま
る
黄
金
の
店
々
も
、
槌
の
音
が
響
く
工

房
も
、
黙
々
と
歩
を
進
め
る
驢
馬
も
、
富
も
貧
も
パ
ハ
ワ
ル
の
中

天
へ
昇
華
し
て
し
ま
う
。

　

ペ
ル
シ
ャ
王
も
マ
ケ
ド
ニ
ヤ
王
も
来
て
は
去
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル

の
大
ハ
ー
ン
も
そ
の
末
裔
も
長
く
は
留
ま
っ
て
い
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
去
来
の
全
て
を
仕
切
っ
て
き
た
の
は
パ
フ
ト
ゥ
ン
で
あ
る
。

　

パ
ハ
ワ
ル
が
胎
蔵
す
る
全
生
命
の
一
つ
と
し
て
パ
フ
ト
ゥ
ン
は

育
ち
、
や
が
て
は
母
胎
の
強
靭
な
被
膜
そ
の
も
の
と
成
り
、
神
へ

の
絶
対
の
信
と
部
族
の
律
を
、
ス
レ
イ
マ
ン
山
脈
の
不
動
の
岩
盤

と
変
ら
な
い
魂
と
し
た
パ
フ
ト
ゥ
ン
の
心
に
、
西
欧
寄
り
の
善
悪

の
秤
や
国
家
の
規
範
が
立
ち
入
る
余
地
は
な
い
。

　

パ
ハ
ワ
ル
は
今
日
も
熱
い
母
胎
で
あ
る
。

　　
註
一
パ
ハ
ワ
ル
…
ペ
シ
ャ
ワ
ル
の
現
地
音　

　

註
二
パ
フ
ト
ゥ
ン
…
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
の
現
地
音

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し
て
別

納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
欄
に
代
行
業
者

名
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
込
用
紙
は
、

郵
便
局
か
ら
コ
ピ
ー
で
届
き
ま
す
の
で
、
文
字
が

に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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沙
漠
が
果
樹
畑
に

「
う
ー
ん
、
ヤ
ワ
な
空
気
で
は
無
い
。」

　

現
地
着
後
の
第
一
「
皮
膚
感
」
で
あ
る
。

　

カ
ー
ブ
ル
空
港
は
、
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
を
し

て
い
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
た
途
端
、
同
行
の
村

井
君
の
携
帯
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
職
員
の
サ
ブ
ー
ル
か

ら
到
着
確
認
コ
ー
ル
が
入
る
。
応
え
る
と
、
す
ぐ

さ
ま
ジ
ア
医
師
に
報
告
の
電
話
。
彼
は
す
で
に
現

地
モ
ー
ド
で
あ
る
。

　

三
年
ぶ
り
の
自
分
は
、
こ
こ
の
タ
フ
な
空
気
に

つ
い
て
行
く
の
に
必
死
だ
。
歴
史
、
民
族
、
自
然

（
高
山
）、
言
語
、
宗
教
（
殆
ど
が
イ
ス
ラ
ム
）、

習
慣
、
風
習
、
そ
し
て
旱
魃
と
戦
争
…
…
、
諸
々

が
交
差
交
錯
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ヤ
ワ
で
な

い
タ
フ
さ
加
減
」
は
、
言
葉
で
は
表
し
に
く
い
。

と
に
か
く
、「
生
き
残
っ
て
ゆ
く
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
」

が
不
可
欠
な
の
だ
。　

　

到
着
出
口
に
向
か
う
人
波
に
は
、
ダ
リ
ー
語
、

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
…
…
。

　
　

　

そ
の
後
の
記
憶
は
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
終

点
の
開
拓
地
に
飛
ん
で
い
る
。

「
ガ
ン
ベ
リ
、
チ
ェ
ル
タ
デ
イ
？
」「
デ
ル
タ
デ

イ
」、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
の
場
所
を
聞
く
と
、
こ
の

緑
豊
か
な
防
砂
林
と
、
果
樹
畑
一
帯
が
そ
う
な
の

だ
と
い
う
。
二
六
〇
ｍ
の
シ
ギ
サ
イ
フ
ォ
ン
を
見

て
、
試
験
農
場
に
着
い
た
時
の
こ
と
だ
。
以
前
、

測
量
で
来
た
と
き
の
沙
漠
の
面
影
は
全
く
無
い
。

　

畑
に
は
、
小
麦
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
レ

モ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
等
、
様
々
な
作
物
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
。
日
雇
作
業
員
と
共
に
凄
ま
じ
い
勢
い
で

一
〇
〇
〇
本
の
オ
レ
ン
ジ
を
植
え
て
い
た
ザ
ミ
ー

ル
グ
ル
が
、
懐
か
し
そ
う
に
駈
け
寄
っ
て
来
る
。

「
足
は
ど
う
？
」（
彼
は
以
前
大
け
が
を
し
た
）「
も

う
大
丈
夫
ホ
ラ
！
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、

砂
が
舞
っ
て
植
樹
が
次
々
に
進
ん
で
行
く
。
作
業

員
た
ち
は
「
メ
ル
マ
ー
ナ
（
客
人
）」
が
来
て
い

る
の
で
張
り
切
っ
て
い
る
の
か
な
、
と
思
い
き
や
、

い
つ
も
こ
う
な
の
だ
、
と
い
う
。
蛇
籠
も
、
一
日
、

二
〇
人
で
、
三
〇
個
（
一
ｍ
×
一
ｍ
×
二
ｍ
）
分

石
組
み
す
る
と
い
う
。
報
告
写
真
で
見
た
取
水
門

水
路
の
出
来
栄
え
と
速
さ
の
源
を
発
見
し
た
気
が

す
る
。
因
み
に
、
柑
橘
類
は
数
万
本
単
位
で
植
樹

し
、
経
済
的
効
果
も
目
指
す
。　

　

途
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も
の

　

ス
ラ
ン
プ
ー
ル
（
用
水
路
六
㎞
地
点
）
で
、
初

め
て
荒
地
が
農
地
に
変
わ
っ
て
か
ら
は
、
皆
元
気

が
出
て
凄
い
働
き
ぶ
り
だ
が
、
加
速
度
も
付
い
て

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

　
決
し
て
水
路
を

　
　
途
絶
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
現
地
連
絡
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋
忠
明

植樹を始めた頃のガンベリ沙漠
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来
て
い
る
。
家
族
が
食
う
為
に
必
死
な
の
だ
。

と
、
こ
こ
ま
で
考
え
た
そ
の
時
、
ふ
っ
と
重
圧
感

を
覚
え
た
。
こ
こ
ま
で
、
い
や
こ
れ
か
ら
も
農
地

を
拓
い
て
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
水
路
の
水
を
決

し
て
途
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

だ
。
い
や
、
水
が
止
ま
っ
た
ら
、
皆
を
喜
ば
せ
た

分
だ
け
罪
が
重
い
。
取
水
門
水
路
本
体
は
勿
論
、

肝
心
の
堰
、
護
岸
、
河
道
修
正
等
の
作
業
を
「
常

に
」
適
切
に
行
い
補
強
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
に

今
も
、
ベ
ス
ー
ド
側
の
昨
夏
の
洪
水
進
入
部
に
水

制
を
作
っ
て
、
河
道
を
修
正
し
よ
う
と
し
て
い
る

（
こ
れ
は
主
に
洪
水
対
策
で
あ
る
）。
つ
ま
り
完
成

後
、
水
路
の
水
を
正
常
に
流
す
為
に
不
断
の
努
力

が
要
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
当
然
の
こ
と
が
、

意
外
に
分
か
り
に
く
い
。
水
路
を
作
っ
て
水
を
流

し
、
畑
を
作
れ
ば
食
べ
て
行
け
る
が
、
水
路
や
、

堰
が
壊
れ
て
水
が
来
な
け
れ
ば
、
ま
た
畑
が
砂
漠

化
し
、
喰
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
、
各

水
路
の
合
計
で
、
一
六
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

六
五
万
人
が
安
定
し
て
食
べ
ら
れ
、
生
活
し
て
行

け
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
水
が
来
な
い
と
、

六
五
万
人
が
路
頭
に
迷
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
水

を
取
り
入
れ
る
為
、
洪
水
を
防
ぐ
為
、
中
村
医
師

が
必
死
に
手
を
尽
く
す
と
き
、
ア
フ
ガ
ン
の
水
路

回
り
の
河
川
も
日
本
の
信し
ん
げ
ん
つ
つ
み

玄
堤
の
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
河
川
技
術
が
施
さ
れ
る
の
だ
。

　

こ
の
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
か
ら
一
転
、
今
少
し
楽
し

げ
な
（
こ
れ
も
ま
た
、
現
地
感
覚
で
は
語
弊
が
あ

る
が
）、
観
覧
車
に
も
似
て
い
る
灌
漑
用
水
車
に

移
動
す
る
。
現
在
二
機
あ
り
、
第
二
機
目
は
、
Ｄ

池
の
先
、
鈴
木
学
君
た
ち
が
作
っ
た
水
道
橋
出
口

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
直
径
五
・
二
ｍ
、
床
面
か

ら
三
・
五
ｍ
の
高
さ
ま
で
揚
げ
る
。
鉄
製
で
、
三

〇
〇
㎏
。
中
心
は
、
発
電
機
用
の
ベ
ア
リ
ン
グ
。

工
費
は
一
〇
万
円
（
付
帯
設
備
を
入
れ
て
も
二
〇

万
円
）。
現
在
、
カ
ン
レ
イ
村
の
一
八
〇
ジ
ェ
リ

ブ（
数
百
人
分
を
養
え
る
農
地
）を
潤
し
て
い
る
。

デ
ィ
ダ
ー
ル
技
師
が
暗
算
し
て
、
つ
ま
り
三
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
だ
ね
、
と
頷
く
。
こ
こ
で
取
水
し
て
も
、

手
前
に
Ｄ
池
が
あ
る
の
で
、
下
流
側
の
流
量
が
減樹木の成長したガンベリに、水不足で壊滅したソルフロド郡の果樹園から大量の苗木

を総動員で移植。今季は5000本植える（2014年2月)

【
最
新
刊
】
著
者
初
の
自
伝
ー
・

自
然
と
人
間
、
人
間
と
人
間
の
根
源
的
な
か
か
わ
り
を
問
い
直
す

天
、
共
に
在
り

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
三
十
年
の
闘
い

四
六
判
上
製
淵
ペ
ー
ジ
（
内
カ
ラ
ー

4
ペ
ー
ジ
）

定
価
五
今
体
1
6
0
0
円
＋
税

中
村
哲

N
H
K出
版

〒
固
，

808

東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
町

41
番
1
号

電
話

~
0
3
(
3
4
6
4
)
7
3
1
1
（
代
）

FAX~03(378o)3353 

第
四
部
沙
漠
に
訪
れ
た
奇
跡
2
0
0
9
-

第一丘一部

第
二
部

命
の
水
を
求
め
て
1
9
8
6
-
2
0
0
1

緑
の
大
地
を
つ
く
る
2
0
0
2
-
2
0
0
8

第
一
部
出
会
い
の
記
樟
1
9
4
6
1
1
9
8
5
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ら
な
い
。
水
車
を
回
す
為
、
床
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
し
て
、
補
強
す
る
。
住
民
は
大
喜
び
だ
。
こ
れ

で
高
い
燃
料
を
使
っ
て
三
ｍ
を
ポ
ン
プ
で
汲
み
揚

げ
な
い
で
済
む
。

　

ど
っ
と
・
笑
い
・
コ
ム

　

こ
の
後
、
元
州
灌
漑
局
長
た
ち
と
ア
コ
モ
デ
ー

シ
ョ
ン
（
現
場
事
務
所
）
へ
昼
食
に
行
く
。
ガ
ン

ベ
リ
の
畑
か
ら
持
っ
て
き
た
紫
キ
ャ
ベ
ツ
も
食
べ

る
。
こ
の
キ
ャ
ベ
ツ
も
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流

の
取
水
口
か
ら
の
水
で
育
っ
た
。
甘
く
て
う
ま

い
。
一
〇
年
間
の
水
路
掘
り
の
苦
闘
が
報
わ
れ
た

感
じ
が
す
る
。

　

暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
ベ

ス
ー
ド
に
移
る
。
中
村
医
師
が
、
ス
タ
ッ
フ
達
と

水
制
を
作
っ
て
い
る
。
現
場
仕
事
を
し
て
い
る
時

は
元
気
だ
。
中
小
企
業
の
オ
ヤ
ジ
の
如
く
、
財
政
・

会
計
・
事
務
・
人
事
等
見
え
に
く
い
部
門
の
心
労

が
、
孤
独
で
、
き
つ
そ
う
だ
。

　

耳
の
不
自
由
な
ベ
ラ
や
、
ヤ
ー
ル
マ
マ
、
タ
ラ

フ
ダ
ー
ル
さ
ん
た
ち
、
み
ん
な
も
元
気
だ
っ
た
な

あ
…
…
一
〇
年
の
灼
熱
下
の
「
闘
い
」
に
思
い
を

馳
せ
つ
つ
事
務
所
に
戻
る
と
、
会
計
室
で
ス
タ
ッ

フ
が
待
っ
て
い
た
。
今
回
は
会
計
が
ら
み
の
仕
事

だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
も
笑
い
が
あ
る
。

　

日
本
で
の
話
。
留
守
中
の
連
絡
の
件
で
息
子

が
、「
オ
ヤ
ジ
、
ス
カ
イ
プ
で
交
信
す
る
と
無
料

だ
。
そ
れ
で
交
信
し
よ
う
。」「
よ
し
、
お
れ
の
も

君
の
も
カ
メ
ラ
付
き
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
電
話
に
し

よ
う
。」
す
る
と
息
子
、「
い
や
、
画
像
は
無
し
に

し
よ
う
。」
そ
れ
を
聞
い
た
ス
タ
ッ
フ
、
な
ぜ
か

大
爆
笑
。

　

サ
ブ
ー
ル
が
私
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
作
成
の
為
に
部

屋
に
来
た
。
書
類
に
私
の
名
と
父
親
の
名
を
書
く

欄
が
あ
っ
た
。
彼
は
な
ぜ
か
書
類
を
指
し
て
、「
ブ

ラ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
」
と
言
っ
た（
と
思
っ
た
）。
我
々

父
子
の
事
だ
と
思
い
、
む
っ
と
し
て
、「
い
や
ホ

ワ
イ
ト
グ
ル
ー
プ
だ
」
と
言
い
切
っ
た
。
彼
は
き

ょ
と
ん
し
て
、「
あ
の
ー
、
ブ
ラ
ッ
ド
グ
ル
ー
プ（
血

液
型
）
教
え
て
」
…
…
。
ま
た
同
じ
く
彼
、
何
か

の
時
、
誰
か
の
ア
ド
レ
ス
を
聞
い
て
き
た
。
こ
ち

ら
の
答
え
に
対
し
て
彼
が
再
確
認
す
る
。
最
後
の

「
ド
ッ
ト
コ
ム
」
の
言
い
方
が
面
白
い
の
で
、
私

も
お
お
げ
さ
に
繰
り
返
す
。
そ
れ
以
来
、
話
の
終

わ
り
に
は
か
な
ら
ず
ド
ッ
ト
コ
ム
。

　

今
回
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
早
々
と
帰
国
。

カ
ー
ブ
ル
空
港
。
人
ご
み
を
か
き
分
け
チ
ェ
ッ
ク

用水路現場で重機の操作を現地作業員に教えるのも大きな役割だった。
石橋ワーカー（2004年3月）

必死に続けられる昨夏の洪水の後始末
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イ
ン
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、「
大
丈
夫
か
？
」、
と
心

配
の
電
話
。「
い
や
あ
、
ド
ッ
ト
混
む
。」

　
　

今
出
来
る
最
善
の
こ
と
を

　

途
中
北
京
に
寄
る
。
揚
子
江
、
黄
河
だ
ろ
う

か
、
水
が
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
一
三
億
の
民
が
生

活
す
る
に
は
、
と
て
も
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ア
ジ
ア
中
、
世
界
中
旱
魃
な
の
だ
。
本
当
に
、

戦
争
や
け
ん
か
な
ど
し
て
い
る
時
で
は
無
い
。
今

出
来
る
最
善
の
こ
と
を
し
た
い
。
ア
フ
ガ
ン
水
路

の
現
場
は
、
ア
フ
ガ
ン
人
が
、
中
村
医
師
の
指
揮

の
も
と
、
殆
ど
全
て
を
こ
な
し
て
い
る
。
焦
眉
の

急
は
、
事
務
方
（
ジ
ア
医
師
の
統
率
の
下
、
改
善

が
進
ん
で
い
る
が
）、
な
か
ん
ず
く
会
計
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
、
徐
々
に
現
地
と
の
連
絡
を
密
に
し

て
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
自
分
と
し
て
は
、
以
前

は
、
水
路
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
重
機
操
縦
、
測
量
な

ど
を
担
当
し
て
き
た
が
、
上
記
の
よ
う
に
現
地
の

人
た
ち
の
活
躍
に
よ
り
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
な

っ
た
の
で
、
現
地
情
勢
を
皆
さ
ん
に
伝
え
た
り
す

る
な
ど
、
裏
方
に
徹
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

…
…
久
し
ぶ
り
に
戻
っ
た
日
本
は
、
大
雪
の
名

残
が
林
間
に
ち
ら
ほ
ら
。
で
も
、
も
う
す
ぐ
春
だ
。

し
か
し
現
地
で
は
旱
魃
が
今
だ
に
進
行
し
、
水
路
・

河
川
工
事
は
ず
っ
と
続
く
。

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
。
そ
し
て
引
き
続
き
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
シ

ャ
ム
シ
ャ
プ
ー
ル
村
出
身
で
、
グ
ラ
ジ
ャ
ン
の
息

子
で
ム
ヒ
ブ
ラ
ー
と
申
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
に
は
二
〇
〇
三
年
三
月
二
日

よ
り
勤
め
て
お
り
ま
す
。
干
ば
つ
に
襲
わ
れ
て
い

る
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
で
の
水
源
確
保
事
業
の
勤
務

に
始
ま
り
、
そ
の
後
同
郡
カ
ク
ラ
ッ
ク
そ
し
て
バ

ラ
バ
ー
グ
で
井
戸
掘
り
に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
診
療
所
に
併
設
さ
れ
た
ダ
ラ
エ
ヌ
ー

ル
事
務
所
に
配
属
さ
れ
、
事
務
所
責
任
者
の
橋
本

さ
ん
か
ら
シ
ェ
イ
ワ
郡
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
の
上
流
域

を
潤
す
た
め
小
水
路
造
り
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
作
業
地
へ
移

り
、
同
水
路
の
Ｃ
区
第
一
セ
ク
シ
ョ
ン
で
蛇
籠
の

設
置
を
担
当
し
ま
し
た
。
続
い
て
ザ
ル
ガ
ル
ヌ
ー

橋
地
点
ま
で
の
Ｄ
区
の
岩
盤
で
発
破
作
業
チ
ー
ム

で
働
い
た
後
、
鈴
木
さ
ん
と
Ｆ
・
Ｇ
区
で
働
き
ま

し
た
。

そ
し
て
Ｉ
区
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
最
終
地
点
ま
で
の
水

路
床
工
事
を
担
当
し
た
後
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
Ｐ

Ｍ
Ｓ
試
験
農
場
の
開
墾
作
業
に
加
わ
り
、
圃
場
を

整
備
し
て
行
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
農
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
作
物
の
栽
培
に
も
携
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、わ
が
尊
敬
す
る
中
村
先
生
の
オ
ー
ダ
ー
で
、

シ
ェ
イ
ワ
地
区
の
隣
の
シ
ギ
地
区
下
流
域
へ
の
灌

漑
路
を
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

末
端
か
ら
引
く
シ
ギ
分
水
路
と
そ
の
交
通
路
整
備

に
取
り
組
み
約
一
年
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
の
試
験
農
場
で
農
業
部
門

に
戻
り
作
物
の
栽
培
を
し
て
お
り
ま
す
。

シギ下流域の灌漑に分水路を引く（左がムヒブラ
ー現場監督）

圃
場
整
備
か
ら

　
　
用
水
路
工
事
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
（
現
場
監
督
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ヒ
ブ
ラ
ー

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
通
信
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●
事
務
局
便
り

＊
中
村
医
師
が
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
活
動
を
は
じ
め

て
、
こ
の
四
月
で
ま
る
三
〇
年
に
な
り
ま
す
。
短
い
よ
う
で
長
い

歳
月
、
か
つ
て
の
青
年
医
師
も
髪
に
霜
を
戴
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
会
の
活
動
は
、
中
村
医
師
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
ハ
ン
セ
ン

病
棟
に
赴
任
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
が
、
医
療
器
具
も
粗
末
な
「
安

宿
」
の
よ
う
だ
っ
た
建
物
を
手
術
可
能
な
診
療
棟
に
つ
く
り
あ
げ
、

必
要
に
応
じ
て
医
療
活
動
を
拡
大
。
八
六
年
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
ア
フ
ガ

ン
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）
設
立
を
手
始
め
に
、
パ
キ
ス
タ

ン
内
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
な
が
ら
、

九
一
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
に
診
療
所
を
建
設
し
て
ゆ

き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
国
際
社
会
の
ア
フ
ガ
ン
支
援
の
潮
流
は
都

市
部
へ
と
向
か
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
背
を
向
け
る
よ
う
に
医
者

や
病
院
の
な
い
山
岳
部
に
三
カ
所
の
診
療
所
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
際
社
会
が
撤
退
し
た
後
の
空

爆
の
中
で
の
診
療
や
井
戸
掘
削
の
継
続
の
よ
う
に
、
国
際
社
会
の

潮
流
と
は
逆
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。

会
に
は
こ
れ
と
い
う
方
針
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
村
医
師
が
時
に

口
に
す
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

『
み
ん
な
が
行
く
と
こ
ろ
に
は
誰
か
が
行
く
か
ら
行
か
な
く
て
も

よ
い
。
誰
も
行
か
な
い
と
こ
ろ
に
こ
そ
行
く
必
要
が
あ
る
』

　
一
見
天
の
邪
鬼
に
見
え
ま
す
が
、
み
ん
な
が
同
じ
こ
と
を
言
い
、

同
じ
方
向
に
動
き
始
め
る
と
き
、
そ
こ
に
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン（
虚
構
）

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
得
た
教
訓
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
活
動
に
は
い
く
つ
か
の
転
機
が
あ
り
ま
し

た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
と
別
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
を
つ
く
っ
た
こ
と
。
ア
フ

ガ
ン
山
岳
部
の
診
療
所
建
設
。
そ
れ
を
統
合
し
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
の

建
設
。
そ
れ
に
二
〇
〇
〇
年
か
ら
旱
魃
対
策
と
し
て
の
井
戸
掘
削

と
農
業
用
水
路
の
建
設
。
そ
れ
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
を
一
つ
一

つ
解
い
て
ゆ
く
作
業
と
も
シ
ジ
フ
ォ
ス
の
苦
行
と
も
見
え
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
長
い
戦
乱
と
旱
魃
に
苦
し
め
ら
れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
復
興
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄
与
す
る
と
同
時
に
、
私
た
ち

自
身
が
何
か
豊
か
な
も
の
を
与
え
ら
れ
て
き
た
三
十
年
だ
っ
た
気

が
し
ま
す
。
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

＊
東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

は
さ
ら
に
過
酷
な
忍
従
の
暮
ら
し
の
な
か
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
さ
ら
に
忘
却
と
欺
瞞
を

生
み
出
す
の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
日
々
の

健
康
と
心
の
や
す
ら
ぎ
の
訪
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

　
こ
ん
に
ち
は
。
私
が
事
務
局
の
扉
を
開
け
た
の
は
、
五
年
半
ほ

ど
前
。
パ
ワ
フ
ル
な
妹
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
つ
い
て
予
備
知
識
が
あ
ま
り
な
い
ま
ま
入
会
し

ま
し
た
。
入
っ
て
み
て
、
そ
の
活
動
の
奥
深
さ
と
全
国
の
支
援
者

の
方
々
の
「
中
村
哲
先
生
を
支
え
る
」
と
い
う
熱
き
思
い
を
知
り

感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
っ
た
事
務
局

の
皆
様
の
御
指
導
の
も
と
、
礼
状
書
き
や
切
手
の
整
理
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
二
年
半
前
よ
り
両
親
の
突
然
の
入
院
、
義
母
の

入
退
院
の
繰
り
返
し
の
日
々
と
な
り
、
気
持
ち
に
余
裕
の
な
い
毎

日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

 
そ
の
よ
う
な
中
、
先
日
、
治
安
の
悪
化
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

命
を
か
け
て
信
念
を
貫
い
て
お
ら
れ
る
中
村
先
生
と
ワ
ー
カ
ー
の

方
の
報
告
会
に
参
加
し
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
時
々
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
ま
た
お
手
伝
い
に
伺
わ
せ

て
下
さ
い
ま
せ
。（
Ｔ
Ｋ
）
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
四
一
　
福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一
〇—

二
五
　
上
村
第
二
ビ
ル
六
〇

三
号
℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）
内
に

お
く
。

梃者、川水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に誂む
中村哲用水路建設事業の7年をつ
づった感動の記録 【5刷】

辺境で診る辺境から見る
【3刷】

医者井戸を掘る【12刷】

医は国境を越えて【6刷】

ダラエ・ヌ―ルヘの道
【5刷】

ペシャワールにて 【8刷】

アフガン高橋修編著

農業支援餌闘記
農業計画6年余の失敗と成功を
記した貴重な記録 2500円

愚者甲斐大策

の物語
福岡市中央区渡辺通2-3-24

石風社電話092(714)4838

人は愛するに足り、
真心は信ずるに足る
アフガンとの約束

中村哲／澤地久枝（聞き手）
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